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川崎市パラスポーツ 

 

  

指導者協議会ＮＥＷＳ 

  
第 45 号 2025 年３月発行 

２０２５（令和７）年度総会を４月に開催いたします。総会の出欠に関わらず同封の「総会アンケート」

にご記入の上（欠席の場合は委任状にも記名の上）、郵送にて提出してください。 

＜開催概要＞ 

日 時：４月１９日（土） １３：００～１４：０0 

     受付開始：１２：４０  

会 場：川崎市中部身体障害者福祉会館 

（川崎市中原区小杉御殿町２ー１１４―１） 

     (JR 南武線武蔵中原駅より徒歩１９分  

武蔵小杉駅より徒歩１８分) 

  

議 題：２０２４（令和６）年度事業報告及び会計報告 

２０２５（令和７）年度事業計画（案）及び予算（案） 

            役員決定 

表彰者決定ほか 

 

 

2025（令和７）年度川崎市パラスポーツ指導者協議会総会を開催します 

提出期限：２０２５（令和７）年３月２１日（金）必着 

2025～2026（令和７～８）年度指導者協議会「役員」の立候補について 

 上記の総会で 2025～202６年度（令和７～８年度）の指導者協議会の役員を選出いたします。 

立候補を希望される方は指導者協議会のメールアドレス（kawakyougikai@gmail.com）宛てに 

立候補する旨をメールしてください。また総会当日への出席が必要となります。 

 

※なお立候補には指導者協議会員１名の推薦が必要です。 

推薦人の氏名、指導員登録番号もメールに記載してください。 

 

 

 

 

立候補期限：２０２５（令和７）年３月２１日（金）必着 
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大会等ボランティア意向アンケートの回答方法について 

大会等ボランティアが可能な方は同封の『大会等ボランティア意向アンケート』に記入し、下記方法の

いずれかで指導者協議会まで提出してください。 

 

1 総会アンケートと一緒に返信用封筒にて郵送する。なお、返信用封筒は３月の総会アンケート送付

時のみに添付いたします（ただし３月以外は希望者のみ添付いたします） 

2 指導者協議会ホームページから様式をダウンロードして、word データまたはＰＤＦデータにて指

導者協議会メールアドレスに電子メールで送付する 

3 必要事項（氏名、登録番号など）と一緒に参加できる大会等のみ記載（またはすべて不参加と記

載）して指導者協議会メールアドレスに電子メールで送付する 

 

 

 

 

 

大会等ボランティア意向アンケート（2024 年３月・１１月）における自由意見 

Q：大会等ボランティア意向アンケートの記載がある障害者スポーツプログラム（中部地域支援室 

連携プログラム）の連携の趣旨背景を教えてください。 

A：実施要綱より目的部分を抜粋したものが下記になります。 

障害のある方が身近な地域でスポーツに親しむことを目的として、専門機関である中部地域支 

援室と連携し、障害者施設の利用者及び職員を対象とした障害者スポーツ体験会等を開催す 

る。障害者スポーツプログラムは障害のある方に身近な地域でスポーツに親しんでもらえるよ 

う各区のスポーツセンターでパラスポーツの体験会を開催したのが事業の始まりですが、更な 

る地域へのアウトリーチとして、スポーツセンターまで来るのが難しい方（現在は地域の障害 

者施設に通所する方）にスポットを当てたものが中部地域支援室連携プログラムになります。 

当協議会としては主催者からの依頼のもと、趣旨等を確認して会員の派遣を行っています。 

Q: 大会等ボランティア意向アンケートが特定種目に偏っているので種目を増やしてほしい。 

また、屋外の種目が少ないので屋外の種目を増やしてほしい。 

A：川崎市や川崎市障害者スポーツ協会と協議いたします。 

Q: 手話講習会またはデフ陸上競技講習会を開催してほしい。 

A：検討いたします。 

Q：主催で指導者協議会でない大会ボランティアは、ルールや役割等の事前説明会を開催して 

ほしい。（初めて経験する大会ボランティアは戸惑いがある） 

A：主催者と協議して業務マニュアルの事前配布など今後も大会ボランティアに不安がないよう 

努めていきます。 

Q: 大会等ボランティア意向アンケートの回答は、word（ワード）文書が使えないため、アンケート 

を印刷記入し、スキャンして PDF 文書でメールにて送付する形でもよろしいですか? 

A：大会等ボランティア意向アンケートをスキャンして PDF 文書でメールにて送付する形で回答 

頂いても構いません。 
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12 月 21 日(土)10 時から 12 時まで、中部リハビリテェーションセンター井田体育館で、講師に

防災マインド・アンド・マネジメント様をお招きして救命講習会を開催しました。参加者は 14 名（パ

ラスポーツ指導者 8 名、一般参加 6 名）。講師は現役消防士と現役消防団で構成する団体で、現役

ならではの生のお話をお聞きすることができて、とても役立つ講習会でした。毎年救命講習会を開

催した方が良いと感じました。 

また、13 時から 15 時まで、同会場において、メーヴェ陸上クラブの選手（障害者）と一緒に実技を

楽しみました（参加者は９名）。その後、元住吉駅周辺で有志による懇親会を開催しました（参加者

は 7 名）。いずれも楽しい時間でした。今後とも企画したいと思います。 

 

 

 

 

救命講習会・交流会（実技）・懇親会の実施について（12 月 21 日開催） 

救命講習 講師による実技 救命講習 グループ体験 

交流会（実技）の模様 

Q: 大会等ボランティア意向アンケートはグーグルフォームなどで記載しやすいフォーマットにして 

もらいたい。大会等ボランティア意向アンケートはｗｅｂで申告できるようになると行き違い 

がなく有難い。 

A：回答フォーム等の活用による大会等ボランティア意向アンケートについて検討いたします。 
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◆（救命講習会）参加者からの主な意見 

① 今まで乳児、子供が対象となることはなかったので、大変良い経験でした。特に乳児の時は

AED のパットを胸と背中に貼ること、指 2 本で心臓マッサージをすることを知りました。ま

たＡED がどこにあるか街中を気をつけて見るようになりました。 

② 自分に関係無いものと思っていましたが、とてもいい経験となりました。 

③ 近所の AED の場所など気にしたことがなかったが確認できました。また、少人数のため細

かい点やちょっと気になる点なども質問することができて良かったです。 

④ 現役消防士の経験談をお聞きできたし、話しやすい人柄もあって楽しく有意義な時間でし

た。“骨折しても治るけど、命は治せない““落ち着いた行動で AED の指示に従うだけ“必要

になることが起きないように願いつつ参考になりました。 

⑤ ＡＥＤは日頃見ることはあってもケースを開けて見ることはなく、取り扱うことは初めてでし

た。心臓マッサージは想像以上の体力を要することに驚きました。何れの行動にもとんでもな

い程の「勇気」が必要だと感じました。 

⑥ 救命講習会は何回も受けるべきだと思いました。 

⑦ AED の場所を確認することや、いざという時どのような対処をするか勉強になりました。定

期的に救命講習会を受講する必要性を感じました。 

⑧ 心臓マッサージでは、腕の力だけでなく自分の体重を利用する事で上手に圧迫することがで

きるとわかりました。 

⑨ 心臓マッサージなどとても意味のある良い時間でした。救急の現場の緊迫感を学び、貴重な

体験ができました。「例え胸骨が折れてもそれは治せるが止まった心臓は戻りません。」なる

ほどでした。 

 

 

 

 

 

◆（救命講習会）主な質疑応答 

① 服を脱がせる必要はあるか 

⇒パットを貼る場所を確保できれば、服を脱がせる必要はない 

② 店舗等のＡＥＤを持ち出し使用したら使用料を請求されないか 

⇒AED を設置している店舗等においては、自分の店舗以外 

でも使用される（持ち出し）前提で設置しているはず 

講師達が日々仕事をしている中において、使用者が費用負担を 

求められたという事案を聞いたことはない 

③ （自分は男性で）対象者が女性の場合の救命処置を躊躇してしまう 

⇒女性でも救命処置を優先して実施することが大事 

④ ペースメーカーがある場合は、ＡＥＤは使用できるか 

⇒ペースメーカーは皮膚の凹凸等で外見上の認識が可能。ペースメーカーの部分を避けて

パットを貼ることで使用可能である 

⑤ ＡＥＤ使用の際、ネックレスはどうすればよいか 

⇒ネックレスは、（すぐにはずせる場合は）はずす。外すのに時間を要する等の場合は、ネッ

クレスとパッドが触れないように避けてパッドを貼る 

⑥ 周囲が濡れているプール等でＡＥＤを使用したい場合はどうすればよいか 

⇒可能であれば、対象者を乾いた（水分のない）場所に移す 
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⑦ 雨が降っている場合、AED は使うことができるか 

⇒雨が降っている場合は、乾いた場所に移す。乾いた場所がない場合は、水たまりなどを 

避けて、傘をさす等なるべく濡れていない場所で AED を実施する（やらないよりまし）。 

自分が感電しないように十分に気を付ける 

⑧ 押す力が弱くても、心臓マッサージは実施した方がよいか 

⇒心臓マッサージで押す力が弱くても、できる範囲でやった方がよい 

⑨ ＡＥＤの収納箱には、本体以外に何が入っているか 

⇒機械個別に内容物が多少異なるが、多くの場合、はさみや予備パットが入っている 

 
◆（交流会（実技））参加者からの主な意見 

① 初めての参加で、具体的に何をして参加者とどう接したらよいか不安な部分もありましたが、

自分も参加者としてゲームに一緒に参加し、同じチームや前後の参加者の方と自然と会話をす

るなど自分なりに交流することが出来ました。 

② メーヴェ陸上クラブの選手と会話が出来て良かった。 

③ レクリエーション活動を想定しておりましたが、体力勝負で、心の準備が出来てなく、ちょっと 

焦りましたが、最後まで楽しく参加できました。指導者の方の説明の仕方や、接し方などとても

勉強になりました。 

④ 怪我をしないようにだけ気を付けて楽しみました。色々な障害者が、一緒に楽しめる企画を 

してくださり素晴らしい企画でした。 一緒に活動することで、どのような援助を求められて 

いるのかが少しわかった気がします。何でもすぐに手を貸すことが良いとは限らないと思い 

ました。 

◆（懇親会）参加者からの主な意見  

① 直前の参加表明にもかかわらず快く受け入れてくださりありがとうございました。川崎市の 

パラスポーツ指導員としては今回初めての参加でしたが皆様とお話をすることができて、参加 

してよかったと思いました。 

② 人数が少なかったのは残念ですが、それでも新しい人との懇親を深めることが出来ました。ま 

たこのような機会を開催してほしい。 

③ 今までお会いしていてもお話したことがなかった方といろいろお聞きできて良かった。 

④ 役員が多かったので、もっとたくさんの人に参加してほしかった。 

◆今後どのような研修を希望されますか。   

① 新しいスポーツが増え、知らないスポーツも多いので、 

そのようなスポーツの体験、研修 

② スポーツレクリエーション 

（ペタンク、タッチラグビー、ネイチャーゲーム、クップ等の 

誰でもみんなで楽しめるスポーツ） 

③ ルールと技術を学びながらスポーツデーで行う種目 

（ボッチャ、カローリング、卓球など） 

④ 指導者というよりボランティア活動の基本的な考え方等 

⑤ 熱中症、捻挫、打撲等の応急処置 

 
ペタンク 
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 12 月 14 日（土）～15 日（日）、東京都障害者スポーツセンターを会場に行われました。定員をはるか

に超える応募があり、残念ながら受講がかなわなかった会員もいるかと思います。 

参加者はいずれも初日と 2 日目で違う分科会を受講し、実技を中心とした講義が多く熱心に参加して

いました。昨年度の東北ブロックでの全国研修視察から実行委員として携わったことで、関東ブロック

（東京・千葉・埼玉・神奈川・横浜・ 

栃木・群馬・山梨）の研修部員の 

方々との横のつながりもでき、 

情報交換するなど協議会活動の 

ヒントや刺激を受けることができ 

ました。 

全国研修会の様子は日本パラス 

ポーツ協会発行のノーリミットや 

フェイスブックにも動画など公開 

されていますので、ぜひご参照く 

ださい。（IS） 

初級パラスポーツ指導者養成講習会を実施いたしました 

今年度も主に一般市民を対象とした一般対象（９月）とスポーツセンター職員や障害者施設従事者

等を対象とした専門職対象（１月）の 2 回の講習会が開催されました。 

一般対象は講義を中部身体障害者福祉会館、実技を陸上競技やフライングディスク等の屋外競技

を等々力陸上競技場他で行いました。 

専門職対象は講義、実技ともに高津スポーツセンターで行い、こちらの講習では講義の中にアリー

ナでの実技指導等も含まれており、より実践的な講習となりました。 

どちらの講習会にも指導者協議会の石田会長が「パラスポーツ推進の取り組み」の講義で登壇し

ており、パラスポーツ指導者制度や活動の現状等について講義を行いました。 

今年度は９月の一般対象は 14 名、１月の専門職対象は 14 名がそれぞれ講習を修了し、合計 28

名が新たに指導者協議会の仲間に加わります（９月の修了者の中には既にパラスポーツ指導員とし

て登録され活動をされている方もいます）。新たな戦力にも期待しましょう（N） 

 

石田会長の講義 一般対象実技（スラローム） 専門職対象実技（ボッチャ） 

公認パラスポーツ指導者全国研修会が行われました 
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川崎市身体障害者球技大会ボウリング大会が開催され、 

パラスポーツ指導者が 12 名参加しました。 

試合開始までの主な役割は受付、車椅子移動補助、レー 

ン等案内、駐車場案内。試合開始後は各レーンに１名ず 

つ配置され、機械トラブルやモニター操作など担当しま 

した。特に猛暑の中だったため、駐車場案内は大変でし 

た。また、ボウリング場内は冷房が効き過ぎて寒かった 

（選手は動いているため、適切な温度設定かもしれま 

せん）ので、上着があると良いと感じました。 

今後、ますます猛暑が厳しくなる中で参加される選手のことを考えると、少し涼しい時期に 

開催をずらした方がよいと感じました。また、個人的には、選手の中に手話サークルの先生 

が参加されとてもびっくりしたが、挨拶程度の手話しかできず残念でした。（HM） 

活動報告 

川崎市身体障害者球技大会 ボウリング大会 
７月２０日（土） 会場：川崎グランドボウル 

大会の準備では会場設営担当として選手待機所や荷物 

置き場の設営をし、コートの得点板や椅子を準備し、注

意 

書きなどの貼り紙等を担当しました。試合中は審判の補 

助をする予定でしたが、選手の人数が足りず選手として 

一緒に参加することになりました。 

いつもは見ているだけでしたが参加してみると真っ直ぐ 

投げるのも難しく参加者の皆さんのすごさが改めてわか 

りました。試合ではチームの方と頑張って決勝までいけ 

ました。残念ながら最後は負けてしまいましたが準優勝

できて準優勝の盾を頂きました。せっかくなので記念に普段働いている障がい者施設の方に飾ら

せてもらっています。今回は選手目線で大会に参加させていただきとてもいい経験ができました。

ありがとうございました。（Ｔ） 

第 23 回全国障害者スポーツ大会（佐賀大会）報告 

ボッチャ班で選手 2 名と競技アシスタント１名とともに 

副総務として参加しました。 

７月から９月まで行なう強化練習に始まり 10/24-29 の 

5 泊６日の帯同です。結果は惜しくも銀メダルでしたが、 

現地では他都県市の選手やスタッフたちとの交流も楽しく 

選手にとっても新たな出会いと次なる目標を見つけた 

佐賀大会となりました。（IS） 

１１月９日（土） 会場：カルッツかさわき 
川崎市身体障害者球技大会 カローリング大会 



8 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

会場：カルッツかわさき 

昨年 10 月 14 日にカルッツかわさきにて第 13 回誰

でもスポーツ広場が、12 月 8 日に富士通スタジアム川

崎にて障害者スポーツ普及イベント(第 45 回市民祭り

内)が今年も開催されました。 

この二つのイベントは広く市民の方にパラスポーツを

知ってもらうために行われているイベントなので、普段

協力している大会やイベントと違い、主に一般の市民の

方が参加する催しとなっています。どちらのイベントも

開催当日は晴天に恵まれ（昨年の誰でもスポーツ広場は

雨がザーザー振りで来場者が少なかった）、小さなお子

さんからお年寄りまでたくさんの方に体験していただけ

ました。 

指導者協議会からもたくさんのパラスポーツ指導員

が運営補助として参加し、体験会を盛り上げていまし

た。障害者スポーツ普及イベントでは全国障害者スポー

ツ大会でメダルを獲得した薄指導員による FD のデモン

ストレーションもあったようです。 

ボッチャをはじめ、川崎市内でもパラスポーツが広く

認知されてきているので、これからもたくさんの方にパ

ラスポーツを体験してもらい、理解を深めてもらえる機

会が増えるといいと思いました。（N） 

 

誰でもスポーツ広場 １０月１４日（月・祝） 

かわさき多摩川マラソン（車いすラン） 

11 月 17 日（日） 会場：等々力陸上競技場 

当日は快晴の中の競技でした。 

打ち合わせで役割分担を決め、私はまず駐車場から受付に来る選手が、13 番ゲートでランナー

の走路を横切るので、安全に受付まで行けるように誘導をしました。 

それが済むと車椅子選手が通るコースに各自が配置につき、ランナーの誘導、観客の整理をしま

した。私は補助競技場の前で来た選手を中に入れ、グラウンドを走って出てきた選手をまたコース

に誘導するという担当でした。 

トップランナーはさすがに早い。水泳のパラリンピアンの成田さんも走っていました。想像以上に

早かったので驚きましたが、水泳で鍛えた腕の力は強いはずですね。ラストのランナーには皆様か

ら温かい声援が送られ、本人も最後まで頑張って完走をしたのが印象的でした。（YS）               

１２月８日（日） 会場：富士通スタジアム川崎 

障害者スポーツ普及イベント（ｉｎかわさき市民祭り）かわさき 

誰でもスポーツ広場 

障害者スポーツ普及イベント 
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発行：川崎市パラスポーツ指導者協議会 

住所：〒２１０－０８３４ 川崎市川崎区大島１－８－６ 川崎市身体障害者協会内 

HP：http://kawakyougikai.gouketu.com/index.html 

E-Mail:kawakyougikai@gmail.com 
指導者協議会㏋  
二次元コード 

川崎市身体障害者ボッチャ大会 

 
１２月１５日（日） 会場：高津スポーツセンター 

大会受付開始前は、まずコート設営を担当しました。コート設営は毎回、結構気を遣います。 

今回はチーム戦で 7 チーム(1 チーム 2 名)がエントリーしていました。個人申込み者も 2 名い

ましたが、1 名は欠席したため指導者メンバー1 名が参加してチームを編成し、リーグ戦、 トー

ナメント戦の熱い戦いが繰り広げられました。  

競技中は競技担当で、スコアシートの授受、タイマー、得点板等を担当しました。 試合開始時

間、終了時間等もスコアシートに記入しましたが、終了時間の記入漏れで冷や汗ものでした。

              

川崎市長杯ボッチャ大会 

 
令和７年１月１８日（土） 会場：カルッツかわさき 

大会前日のコート設営から当日の審判員補助など行いまし 

た。参加チームは毎年増えており、保育園の年長さんから 90 

代の方まで 50 チームのエントリーがありました。障害のある 

なしに関わらず、まさにインクルーシブな大会となっています。 

子どもたちが真剣にジャックボールを狙い、最後の１球まで諦 

めることなく戦い、試合が終わると相手選手と交流をして楽し 

くボッチャに取り組んでいる姿が印象的でした。その他会場で 

はオンラインボッチャや川崎ボッチャ―レによるボッチャ教室 

なども開催され、大変盛り上がっていました。（IS） 

協議会 NEWS44 号（2024 年７月発行）において「2025 年に開催されるデフリンピックに合わ

せてパラスポーツ指導者協議会で手話講習会の開催を予定しております。詳細につきましては、メ

ールやホームページ等でお知らせしますので、多くの方の参加をお待ちしております。」と掲載しま

したが、講師や研修会場の確保が困難であることや開催目的等の再考が必要であると役員会で

様々検討した結果、手話講習会は開催中止しましたので、お詫び申し上げます。 

手話講習会開催中止（お詫び） 


